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中国黒竜江省ハルピン市生まれ。
博士（学術）、中国の言語と文化が専門。 

北九州市立大学、下関市立大学、
西南女学院大学
非常勤講師

篠原 征子

詳細は2ページ

初回のみ

料  金

スポスポッットト受講受講スポット受講

回1,000円

実施機関 : 九州国際大学地域連携センタ－

　　　　　　　　 

応募締切

スマートフォンからも
お申込みできます▶

14：00～15：30

期 間

時 間

実施
場所

申込・
問合せ先

28

テーマ・内容月  日回数

1

2

3

4

11/14
(木)

11/21
(木)

担当講師

　酒文化、占い文化、農耕文化、道教文化、儒教文化、仏教文化、茶文化という7つの優れた文化は、長い歴史の中で
アジアの人々を物心両面から支え続け、世界に大きな影響を与えています。 
　今期は前期に引き続き、儒教文化、仏教文化、茶文化について、日常生活に深く関わる歴史やエピソードを紹介し
ます。「日常茶飯事」の素晴らしさを再発見し、日々の生活がより楽しくなることを期待しています。ご参加を心よりお
待ちしています。 

儒教文化Ⅰ
儒教文化とわたしの暮らし

儒教文化Ⅱ 

仏教文化Ⅰ 

孔子の集大成 
儒教が二千年以上帝王に好かれ続けた理由 

10月24日（木）
九州国際大学地域連携センター（サテライトキャンパス）
〒806-0021 八幡西区黒崎３-１５-３コムシティ２階 （39ページアクセス参照）

九州国際大学地域連携センタ－
〒806-0021 八幡西区黒崎３-１５-３
TEL：631-2203　FAX：631-2204

令和6年 令和6年

中
国
の
歴
史
と
文
化
と
わ
た
し
の
暮
ら
し

11月7日（木）～ 12月12日（木）［全6回］

11/ 7
(木)

11/28
(木)

5

6

12/5
(木)

12/12
(木)

4,000円

30名定  員

受講料

仏教文化とわたしの暮らし

仏教文化Ⅱ 
仏教の不思議とその特質

茶文化Ⅰ 
茶文化とわたしの暮らし 
たかが茶葉、されど茶葉

茶文化Ⅱ 
茶の伝来 
聡明な茶文化

1948年島根県生。
九州国際大学に40年間勤務後、現在名
誉教授。北九州市の歴史について、『北
九州市史近代現代産業経済Ⅰ』、『北九州
市産業史』、『新修北九州市史経済編』、
『「鐵の都」八幡の誕生』など 

九州国際大学
名誉教授

清水 憲一

詳細は2ページ

2回まで

料  金

スポスポッットト受講受講スポット受講

回1,000円

実施機関 : 九州国際大学地域連携センタ－

　　　　　　　　 

応募締切

スマートフォンからも
お申込みできます▶

18：30～20：30

期 間

時 間

実施
場所

申込・
問合せ先

テーマ・内容月  日回数

1

2

3

4

11/15
(金)

11/22
(金)

担当講師

　北九州市は旧５市の合併によって誕生しました。この合併のためには、北九州工業地帯という一体化の要因が、歴
史的に形成されたことが大きな役割を果たしました。しかし、旧5市は各々自然的条件が異なり、歴史的な展開に
よって個性をもつ地域社会として形成されました。 
　旧5市の歴史的個性について、今回は、主として各々の市制施行の状況とそのプロセスを見ていくことで検討して
いきます。 
　戦前の市制は、人口2万5千人が一つの基準でしたから、旧5市の人口増とその要因、それぞれの地域的課題・地域
利害とその取り組みなどを通して、各市の共通性と相違点による歴史的個性を確認していきます。 

はじめに：

10月25日（金）
九州国際大学地域連携センター（サテライトキャンパス）
〒806-0021 八幡西区黒崎３-１５-３コムシティ２階 （39ページアクセス参照）

九州国際大学地域連携センタ－
〒806-0021 八幡西区黒崎３-１５-３
TEL：631-2203　FAX：631-2204

令和6年 令和6年11月8日（金）～ 12月6日（金）［全5回］

11/8
(金)

11/29
(金)

5 12/6
(金)

4,000円

30名定  員

受講料
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北
九
州
旧
５
市
の
歴
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的
個
性
：
市
制
施
行
を
中
心
に

戦前北九州地域の長期的動向によって展開過程
の概括を確認します。また、地域社会の歴史的
個性を考える視点についても検討します。 

門司市：
港湾機能も持たない寒村であったのに、鉄道と
貿易の拠点に選ばれたのはなぜでしょう？その
後、総合貿易港・物流・金融の中心地に変貌し
ます。  

小倉市：
旧城下町は「軍都」に選ばれ、小倉商人の旺盛
な起業活動が挫折すると、第一次大戦前は「睡
れる小倉」と沈滞が続きました。 

若松と戸畑：
鉄道輸送と若松港によって、ともに石炭集散地
として門司を上回っていきます。合併論がたえ
ず繰り返します。 

八幡市：
官営製鐵所の立地と「鉄のまち」への変貌を整
理します。  

小括：
旧５市の歴史的個性の整理と比較をします。 


